
予防接種事務に係る特定個人情報保護評価 全項目評価書（案）作成に伴う 

パブリックコメント（意見募集）手続の実施結果について 

 

 

 令和 3 年 12 月定例会にて報告した「予防接種に関する事務 特定個人情報保護評価書（全項目評価書）」について、評価

書の作成及び公表をしたが、令和 3 年 12 月より開始されたスマートフォンアプリによる接種証明書のデジタル化及びワク

チン接種記録システム（VRS）による他市区町村への接種記録照会の運用の変更に伴い、同評価書への追記等が必要となっ

たことから、改めて評価書の見直しを実施し、これに伴いパブリックコメントを実施した。 

 

 

パブリックコメント手続実施結果 

１ 意見募集期間 令和 4 年 2 月 1 日（火）～令和 4 年 2 月 28 日（月） 

２ 意見提出者  1 名 

３ 意見総件数  1 件 

４ 意見取下げ  0 件 

５ 回答数    1 件 

６ 意見内容及び回答  裏面のとおり 

 

 

 

 



No. 頁 項目 ご意見 市の考え方（案） 
修正の

有無 

   予防接種は個人による自己判断です。 

その結果を個人特定できるファイルとの連動は、オ

ーストラリアや一部欧州で現実となっている人権侵害

につながる恐れがあります。この人権侵害とは、接種の

有無で州間の移動や長距離交通機関の利用・職場への

移動が制限されているものです。 

まさか日本では？と思いますが、旧共産圏の国では

ない上記の国で実際に行われていて、問題となってい

ます。 

その様な状況の中、松戸市で当該案件の様な事をす

れば無用な疑いを向けられかねません。 

感染症予防は重要ではありますが接種は極めてプラ

イベートな事柄です。 

また現在、新型コロナワクチン接種において副反応

が実際認められているものもありますし、1400 名以上

の死亡者が因果関係不明のまま放置されています。 

テレビではほとんど放映されてはいませんが、事実

厚生労働省の資料でも記されていますし、ネット上で

はかなり認知されています。 

市として慎重な対応が必要だと思います。 

新型コロナワクチン接種は、迅速かつ正確な予防接

種事務を遂行するため、国が新たに導入したワクチン

接種記録システム（VRS）により、全自治体で特定個

人情報を利用したワクチン接種を実施しております。 

ご意見いただきましたとおり、新型コロナワクチン

接種は、感染症の予防効果と副反応のリスクの双方を

理解したうえで、ご自身の判断により受けていただく

ものです。 

また、接種証明書は、接種の事実のみを証明するも

のであり、接種を強制するものではありません。 

なお、接種証明書の利用につきましては、国におい

て、接種を受けていない方への不当な差別につながら

ないよう周知し、ワクチンの正しい情報を適切に提供

していくとされています。 

今後も、予防接種事務の実施に伴う特定個人情報の

取扱いには十分配慮してまいります。 

無 

 


